PAGE  
1

 eq \o\ad(上牧町の改革と市制の実現をめざして,　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　)　　　　　　第３２号　２００３年３月
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　堀内英樹
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　を支持する会・発行

　　　　提言と公約（原稿）をお届けします。ご家庭内、皆さんでご覧ください。
　　　　堀内英樹「4年間の通知簿」（3面）、14年の収支と資産公表（4面）掲載。

合併推進、福祉・安心の地域づくり！

住民投票を導入、議会を市民の手に！
 eq \* jc0 \* "Font:平成角ゴシック" \* hps36 \o\ac(\s\up 40(ほ　り　う　ち　　ひ　で　き),堀　内　英　樹)
（ 非政党・市民派 ）

 eq \o\ac(\s\up 15(かね),金)のかけない選挙実行

☆私たちは、町議会選挙に挑戦します！

　 — 7町合併を推進し、福祉・安心の地域づくりを —
堀内英樹、何に取り組んだか

　8年前、“議会を市民の手に”と“金のかけない選挙実行”を掲げ、初めて議会に

送っていただきました。6年前、町長選挙に議員辞職して立候補、悪質な選挙妨害と

ひぼう中傷のなか、皆さんから熱いご支援を賜りました。4年前、“上牧町の改革“と

“市制の実現”をテーマに議員に再選いただきました。

日本は、かつて経験したことのない構造不況に見舞われています。少子高齢社会

が待ったなしにやってきました。上牧町でもその対応が迫られています。堀内英樹の

議会・活動報告「市民のこえ」（通算31号）を、町内全戸に3ヵ月に１度、欠かさず

お届けしてきました。そして合併・市制への移行、議会改革、情報公開、政治倫理、

交際費見直し、介護保険、障害者福祉、学校5日制、子育て支援、行財政改革など、

数々の提言と実行に取り組んできました。こんごの課題もたくさん残しました。

堀内英樹の初心とは、約束は果たされたか

　平成７年の「市民のこえ」創刊号に、堀内英樹の初心を次のように書いています。

『①私の行動や判断のよりどころは、議会の内外を問わず、すべてあたり前の
“市民感覚”でありたい。②“一般市民”の声や意見が、ありのまま議会や町政に
反映されるようにしたい。③“町民”とせずにあえて“市民”としたのは、一日も
早い市制の実現を図りたい。』と、今もこの想いは全く変わっていません。

　これが「市民派」と名乗る理由でもあります。「非政党」であるのは、政党・団体

の利益よりも住民の利益を重視したいからです。「無所属」とは意味が違うのです。

　堀内英樹「4年間の通知簿」を3面に掲載しました。100点満点で平均52点は、

まだまだ実行不足であり、提言と公約の実現はなお道半ばです。初心に返るととも

に、深い反省の上に立ち、三たび町議会選挙に挑戦することを決意いたしました。

☆上牧町議会を改革、市民の手に！
　 ─ 議会は、民意を反映できないでいる？ ─

議会の役割、ますます拡大

　介護保険、障害者支援、子育て支援などの新しい行政サービスは、上牧町の事業

です。事業、予算、条例、公共料金など、議会の議決が必要です。７町合併の是非を

最終的に議決するのも上牧町議会です。税金の使い方を監視する大切な仕事もあり

ます。皆さんの日常生活や将来は、この4月27日に選ばれる議員の手に、ゆだね

られているのです。

議会は変わったか？

　この4年間、上牧町議会も少しは変わりました。議会日程表の配布、役場ロビー

へのモニター中継、委員会の会議録作成、議会だよりの編集、議会の情報公開など、

開かれた議会への表向きの改善は見受けられます。

　しかし、肝心の民意を反映し、議論を深め、町政を監視することでは、ほとんど

変わっていません。堀内英樹は、2件の請願書（教育施設の維持管理、町政30周年

記念事業見直し）を提出しましたが、十分な議論が行われないまま否決（部分採択

を含む、要望はほぼ実現）しました。議会は、民意を受け止め、公開の場で議論する

ことがどうも“苦手”です。議会は、いったい何のためにあるのでしょうか。

議員の資質向上と議会改革を提案する

　議員・議会に求められるのは、住民意見をいかに反映させるのか、住民の立場で

行政とどう向き合うかです。そのために、議員の資質向上と議会改革を提案します。

◆議員・定数の削減と報酬の改定を一体で。政治倫理条例の改正（資産・所得公開）。

◆住民参加で議会運営や議会広報の改革を推進（議会ホームページの開設など）。

◆有権者による議員の勤務評価制度の導入（結果の公表を含む）。
◆町政への住民意見の反映を図るため、上牧町議会請願条例の制定。
　　堀内英樹「４年間の通知簿」
　　　 ─ 議会と選挙、公約は実現されたか ─

　平成11年の議会議員選挙にあたって「提言と公約」を配布させていただきました。

議員・議会活動と選挙実施について、皆さんへの約束がどれだけ実現されたのか、

堀内英樹は、きびしく採点した通知簿をお届けし、その反省のうえで新たな前進を

図りたいと考えます。太字は公約と提言、数字は自己採点（10点満点による）です。
◆議員定数の削減、議員報酬の凍結、委員会日当の廃止、議会経費や交際費などの
　情報公開、議員政治倫理条例の制定を提案します。　　　　　（自己採点／満点）
　　議員定数の削減→手つかず、0点。議員報酬の凍結→結果として実現、4点。委員会

　　手当の廃止→議会が自主的に廃止、4点。情報公開→議会含めて条例化、6点。政治

　　倫理条例→倫理基準だけ条例化、所得資産の公開は未実現、6点。　計20点／50点
◆定例議会では必ず一般質問を行い、議会・活動報告「市民のこえ」を3ヶ月
　ごとに、町内全戸にお届けします。町政報告会をおりおりに開催します。
　　定例議会での一般質問→実行、7点。「市民のこえ」配布→3ヶ月ごとに全戸配布、

　　8点。町政報告会→11回に止まる、3点。　　　　　　　　　　　　計18点／30点
◆議会で知った情報は、有権者の皆さんにすべて公開します。議員の出欠状況、
　投票行動などもお知らせします。
　　議会で知った情報すべて公開→半分程度しか公表できず、4点。議員の出欠状況→

　「市民のこえ」に掲載、現在は議会だよりで公表、5点。投票行動の公表→重要案件に

　　ついて公表、4点。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　計13点／30点
◆いつでも何でもホットラインを設けます。事務所・自宅をいつでも皆さんに
　解放し、皆さんのご意見伺いやご相談など、何でも出前をいたします。
　　ホットライン設置→電話、ファックス、電子メールに加え、ホームページ・電子版

　　「市民をこえ」を13年4月から開設、7点。事務所・自宅の開放→利用は予定より

　　少数、2点。何でも出前→相当回数に出前、4点。　　　　　　　　計13点／30点
◆政治倫理条例に先がけて、議員報酬など毎年の収支と資産状況（評価額と時価
　評価を併記）を毎年3月に公表します。
　　年間収支と資産公開→約束通り実施、9点。　　　　　　　　　　　計 9点／10点
◆皆さんの声を反映させた意見書や請願書を進んで提出します。
　　請願書の提出→紹介議員として2件提出（教育施設の維持管理・町制30周年記念

　　事業見直し、要望はほぼ実現）、5点。　　　　　　　　　　　　　 計 5点／10点
◆金のかけない選挙を有権者の監視のもとに実行します。
　　特別な選挙事務所→設営せず、5点。酒食や金品の提供→断じて行わず、7点。連呼

　　行為・街頭演説→連呼は行わず、すべて本人の街頭演説で、6点。選挙費用公開→

　　「市民のこえ」で公表、8点。　　　　　　　　　　　　　　　　　計26点／40点
議会活動と選挙実施について採点結果、4年間の通知簿は、100点満点で平均52点
（20項目の合計104点）は、まだまだ実行不足です。ぜひ機会を与えてください。
14年の収支と資産を公表

☆14年の議員給与は、支給額473.2万円でした。

	　　14年収入の部　　　　　円
	　　14年支出の部　　　　　円

	　議員給与

　老齢厚生年金

　退職企業年金

　委員報酬※1

	　4,732,000

　2,695,650

　　660,960

　　 24,000


	　活動報告印刷費

　通信費、接続料

　交通費、宿泊費

　燃料費、通行料

　機材購入償却費

　図書費、資料代

　研修費、諸会費

　保険料、共済費

　公租公課※2
　生活費、雑費
	　　295,000

　　782,174

　　573,370

　　197,638

　1,036,339

　　280,265

　　520,000

　1,261,586

　　577,620

　2,588,618

	　合　　計
	　8,112,610
	　合　　計
	　8,112,610


　　※1.委員報酬は、介護保険事業計画策定委員などの収入です。町条例に規定

　　　　されていますが、議員への委員報酬の支給は見直すべきだと考えます。

　　※2.公租公課が13年度に比べ24.3万円減額になっていますが、14年12月に

　　　　満65歳を迎えたことで、課税基準と所得控除額が変わったためです。
☆14年末現在の資産総額は、時価3,703万円でした。　
　・ eq \o\ad(不動産,　　　　)　　所在：上牧町桜ヶ丘１-18-１

　　　宅 地 （面積：236.57㎡）
　　　　　　　固定資産評価額：21,114,071円、市場価格：25,762,000円

　　　住 宅 （延べ床面積：112.13㎡、木造瓦葺２階建、建築後26年）
　　　　　　　固定資産評価額： 2,131,324円、市場価格： 2,438,000円

　・ eq \o\ad(預貯金,　　　　)　（14年12月31日現在残高）　　　　　　　  8,831,473円 

　・資産総額※3(不動産市場価格と預貯金残高の合計)　  　37,031,473円
　　※3.資産総額は、13年末に比べて197.3万円の減少となっています。主として

　　　　宅地の市場価格下落と預貯金の減少によるものです。
　上牧町政治倫理条例が、14年9月議会で議員提案によって制定され、今年
4月から施行（適用）されます。町の請負自粛などの倫理基準が定められただけ

です。堀内英樹が求めていた議員・特別職の所得と資産の公開は、他の議員の
賛同が得られず、今回実現しませんでした。（町長は、資産公開条例により、

不動産評価額や定期預金などに限って公開が行われています。）

　政治倫理の透明性をさらに高めるため、こんごとも皆さんとの約束通り年間

収支と資産総額の公表を行い、政治倫理条例の改正に取り組んで行きます。

☆高齢・少子時代、今から備えを！
　　─ 10年後、上牧町人口は減少、4人に1人が高齢者に —
　人口予測によると、町人口は10年後から減り始めます。しかも高齢者（65歳以上）

が大幅に増え、若年者（14歳以下）は逆に減ります。高齢者が全人口に占める割合

は、10年後に4人に1人、20年後には3人に1人となります。

　その結果、我が町はどんな状況になるのでしょうか。税収は落ち込む一方、福祉

などの費用が膨らみます。借金しようにも、とっくに限度を超えています。これまで

通りの事業や予算を続けることは、とうてい不可能です。町財政は、ずっと縮小が

続く（家計も同じ）と予測しなければなりません。そこでどうするのか、公私ともに

“生活をスローダウン”し、根本から見直すことが必要ではないでしょうか。

　この“高齢・少子時代に、どう対応して行くのか”、これからの最大課題です。

町の事業や予算、市町村合併、保険・年金・医療の安心、高齢者・障がい者福祉の

拡充、手厚い教育・子育て支援、一日も欠かせない上下水道・ごみ、公共料金負担

など、皆さんの身近な暮らしを考えるうえで、すべてに共通する“鍵”です。

☆町公金の使い方、見直しませんか！

　　─ 住民生活の安心のために、住民意見の反映で ─

　町役場とはいったい何だろうか、皆さんはどのようにお考えでしょうか。

　私たちは、“公営のサービス業”だと考えます。住民は税金を納め、費用を負担

します。それに対し町役場は、住民が必要とするサービスを提供します。

　住民にとって住みよい安心の町かどうかは、“納める税金”と“受けるサービス”

の収支バランスによって決まります。主人公はあくまで住民（客・株主）であり、

町長をはじめ町職員は住民への奉仕者（業者・会社）です。議員はいうまでもなく

住民の代理人（客・株主の代表）です。
　こうして見た上牧町は、どうでしょうか。残念ながらとうてい住みよい安心の町

とは言えません。介護保険や障がい者支援、子育てサポートなどが導入されたものの、
これからが本番の高齢・少子時代への備えは、できていません。そこで、私たちは、

町公金の使い方を、住民意見によって、根本から見直すことを提案します。

◆役場の仕事を総点検し、住民意見の反映で町の事業とサービスを評価し直します。
　そのために、事業・サービスの一覧を公開し、住民意向調査の実施を提案します。
　優先順位を付け、住民（客）の要望を事業計画や予算編成に反映させる方法です。

◆町運営の重要問題について住民投票を実施することを提案します。道路・公共
　建物などの大きな事業、5億円以上の借金、合併問題などの重要問題について、

　住民請求（6分の1以上）があれば実施できる住民投票（常設型）の条例化です。

☆道路・建物より、福祉・安心に重点を！

　限られた財源のなかで、住民の要望にどう優先順をつけて行けばよいのでしょうか。

大きな予算を必要とする道路・建物などの“建設事業”をできるだけガマンし、福祉、

教育、子育て、環境などの“制度事業”に予算を重点配分することが必要です。

堀内英樹は、住民が安心できる施策に力点をおいて取り組みます。

・高齢者の介護や生きがい、障がい者への支援や地域での暮らしの充実を図ります。

・子育て支援を推進し、地域ぐるみ・隣近所の助け合いによる見守りを提案します。

・広域によるごみ焼却場の早期建設、リサイクルによるごみゼロ社会を目指します。

・地域住民のふれあいを深め、防犯・防災に強い街づくりに取り組みます。

☆7町合併を積極推進！— 住民投票で最終決定を —
　合併による市制の実現は、堀内英樹の基本公約です。合併に利点もあれば問題点も

あります。最も大切なのは、高齢・少子社会に対応する“自治体の再構築”です。

　７町合併協議会を求める住民発議が行われましたが、賛否両論あってとうぜんです。

あらゆる情報や資料を住民にも公開し、納得行くまでキッチリと議論することが必要

です。財政支援も、交付税算定替えの活用など、必要最小限度に止めるべきです。

　最終的に、合併の是非は“住民多数の意志”で選択することが不可欠です。その

方法として、住民投票による自己決定を提案します。

☆ eq \* jc0 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps18 \o\ac(\s\up 22(かね),金)のかけない選挙実行！— 政治とカネを断絶 —
　選挙にはカネがかかるものとされ、それが国・地方ともに政治の腐敗・不信の原因

になっています。上牧町のカネをふんだんに使った汚い選挙は、全国的に有名です。

私たちは、こうした上牧町の選挙のあり方に待ったをかけます。

· 特別な選挙事務所は設営せず、酒食のもてなしや金品の提供は絶対しません。

· 連呼行為は行わず、街頭演説と個人演説会で「提言と公約」を訴えます。

· 候補者（予定者）による公開討論を呼びかけ、選挙公報の発行を提案します。

· 選挙費用の出所から使い道に至るまで、皆さんにすべて公開します。

· 堀　内　英　樹　事務所・自宅

　　住　所：上牧町桜ヶ丘１−１８−１（桜ヶ丘1丁目西公園の南東角）

　　電　話：0745-32-0022、ファックス：0745-33-2258

　　電子メール： eq \o\ad(horiuti@lint.ne.jp,　　　　　　　　　　)
　　ホームページ　http://www.lint.ne.jp/~horiuti/siminnokoe.html

　お願い：この「提言と公約」（原稿）に対する皆さんのご意見を、上記までお寄せください。

　お断り：古紙100％の再生紙を使っております。少々読みづらいですがご理解ください。
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